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「ホタルの観察会」を実施！ 

 平成２０年７月２６日、板倉前地内の水田に大量のホタルが群生と

の構成員から情報により、急遽現地及び板倉公民館にて「ホタルの観

察会」を実施いたしました。 

小学生以下の児童、幼児とその保護者を対象に現地にて観察を実施

し、その後、場所を板倉公民館に移し、当協議会事務局の本宮直さん

からホタルの生態について資料をもとに説明を受けました。子ども達

からは、ゲンジホタルとヘイケホタルの違いやホタルの餌となるカワ

ニナの生態などについて質問がたくさんありました。 

観察会終了後は、公民館の庭で事務局の用意した花火で楽しみまし

た。 

当協議会では、今後もホタルが生育出来る生態系の保全に努めたい

と思っております。（観察の様子は、８月２日の福島民報に掲載） 

 

 

 

 

真夏の青空に大輪の花！ 

３００本余りのひまわりが開花 
農地・水活動要件とされる減反施策により三筋地内の休耕田

に植栽したひまわりがたくさん開花しました。 

この様子は、福島民報等にも記事が提供され９月３日の県南

版に掲載されました。 

 

 

 

板倉堰水路の法面等の補修を実施 

 大雨の際、法面から土砂が水路に流入し、毎年春先の泥上げ

作業に苦慮していた板倉堰法面（堰下地内）の補修整備を実施

しました。市より使用不能となった使用済みＵ字溝を無償で譲

り受け土留めとして利用いたしました。また、同日には、同じ

く大雨の際、砂利等が流出してしまう神社前から赤根久保農道

の補修修繕、また植栽所の枯草の除去作業を実施しました。 

「タニッシー」です！ 

みなさんよろしくね。 

本紙、左上のマスコットキャラ

クター「タニッシー」は、福島県

農地・水・環境保全向上対策地域

協議会が「農地・水・環境保全向

上対策事業の啓蒙・推進」と「農

地や農村地域の自然環境」につい

て感心や親しみをもっていただ

けるようにと作成しました。 

板倉ふるさと環境保全協議会

でも、このマスコットキャラクタ

ーをいろいろな場面で積極的に

活用していきたいとおもいます。 

 

未来の担い手！ 

 

本宮 蒼
そう

太
た

くん（６歳） 

入学祝いに買ってもらったハムス

ター（ころ太）と遊ぶことが楽しみ。 

 毎日ケージを掃除したり、えさをあ

げたり、きちんとお世話をしたい。 

最近は馴れてきて手に乗って遊ぶの

で、とてもかわいいです。 

家族構成：父、幸治さん 母、恭子

さん 弟、颯人くん 祖父、直さん 

祖母 孝子さん 

平成２０年度総会 

５月３０日（土）に開催！ 午後 6時 30 分 板倉公民館 

近くの子どもたちと 

ホタルの生態についてお勉強 

使用済みのＵ字溝を再利用 



 

 

 
△ ４月６日板倉堰水路泥上（今年も泥だらけ。しじみの 

稚貝やどじょうもたくさんいたよ。） 

 
△７月６日西原地内植栽（お母さんと一緒にお花植え。） 

 
△ １１月２３日作業前ミーティング（けがのないようにお願 

します。） 

 

 

 
△ ４月２９日平成１９年度総会（協議会発展のため活発なご 

意見をお願いします。） 

 
△１１月１５日役員による施設点検（三ッ池下池排水吐） 

 
△ ３月３１日板倉堰通水を前にしてのゲート点検（よし、 

大丈夫。） 

 その他にも、農道路肩の除草、婦人会による施設内のゴミの清掃、三ツ池中池・下池の水質調査などなど・・・１９年

度と同様に数多くの活動を実施することができました。 地域内の構成員の皆さんありがとうございました。感謝申し上

げます。活動３年目となる平成２１年度も実りある活動ができますようにご協力お願いします。   役員一同 

 

わたしたち、昨年こんな活動を実施しました。 


